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～講評～ 

Ⅳの整序問題で多少のマイナーチェンジが見られたが、難易度・出題形式ともに、基本的に昨年の傾向をほぼ踏

襲したもので、時間的に余裕をもって取り組める出題であった。合格のために必要と考えられる得点は 70 点以上。 

 

Ⅰ 標準的な長文読解問題。睡眠と感染との関係について論じる内容の英文。一部悩ましい設問も見られたが、全

体的に平易であった。 

Ⅱ 標準的な長文読解問題。マイクロプラスチックの健康面への影響がテーマの問題。普段から長文読解に力を注

いでいる受験生にとっては、取り組み易いものであったと思われる。 

Ⅲ 一続きの文章の一部を用いた正誤問題。正誤問題に苦手意識を持っている受験生にとっては若干取り組みにく

く感じられる可能性がある。今年度も内容に深入りし過ぎることなくスピーディーに処理したい出題であった。 

Ⅳ 和訳によるリード文が付いた整序問題。出題の形式に若干変更が見られたが、基本的には例年同様の出題。問

題数が 1 問減少しており、いずれも取り組み易い問題なので、できれば１つも落とさずに得点したい。 


